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６ ０ １ １ － １ ３ ７ ３

平 成 ２５ 年 ７ 月 ２ ５ 日

各 関 係 機 関 の 長

各 病 害 虫 防 除 員 殿

宮 崎 県 病 害 虫 防 除 ・ 肥 料 検 査 セ ン タ ー 所 長

平 成 ２ ５ 年 度 病 害 虫 発 生 予 報 第 ４ 号 に つ い て

平 成 ２ ５ 年 度 病 害 虫 発 生 予 報 第 ４ 号 を 発 表 し た の で 送 付 し ま す 。

平成２５年度病害虫発生予報第４号

向 こ う １ か 月 間 に お け る 農 作 物 の 主 な 病 害 虫 の 発 生 動 向 は 、 次 のよ う に 予 想 さ れ ま す 。

○ 発生予報の概要

発 生 量の 本 文 の 記
作 物 名 病 害 虫 名

平 年 比 載 ペ ー ジ

普 通 期 水 稲 1 葉 い も ち ※ 多 ２

2 紋 枯 病 並 ２

3 ツ マ グ ロ ヨ コ バ イ 並 ２

4 セ ジ ロ ウ ン カ 並 ２

5 ト ビ イ ロ ウ ン カ や や 多 ２

6 ヒ メ ト ビ ウ ン カ や や 多 ３

7 コ ブ ノ メ イ ガ 並 ３

野 菜 類 全 般 1 ア ブ ラ ム シ 類 や や 少 ３

2 ハ ス モ ン ヨ ト ウ 等 の チ ョ ウ 目 （ 鱗 並 ３

翅 目 ） 害 虫

果 樹 全 般 1 果 樹 カ メ ム シ 類 － ３

カ ン キ ツ 1 か い よ う 病 や や 少 ４

(露 地 栽 培 ) 2 黒 点 病 並 ４

3 ミ カ ン ハ ダ ニ や や 多 ４

4 チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ 並 ５

茶 1 炭 疽 病 並 ５

2 も ち 病 並 ５

3 輪 斑 病 ※ ※ や や 多 ５

4 チ ャ ノ コ カ ク モ ン ハ マ キ 並 ５

5 チ ャ ハ マ キ 並 ６

6 チ ャ ノ ホ ソ ガ 並 ６

7 カ ン ザ ワ ハ ダ ニ や や 少 ７

8 チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ 並 ７

9 チ ャ ノ ミ ド リ ヒ メ ヨ コ バ イ や や 多 ７

10ク ワ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ 並 ７

※ は 注 意 報 、 ※ ※は 防 除 情 報 を 発 表

○ 作物の生育状況（７月中旬）

普 通 期 水 稲 は 分 け つ 期 、 う ん し ゅ う み か ん は 果 実 肥 大 期 、 茶 は三 番 茶 の 摘 採 前 ～ 摘

採 始 め で あ っ た 。

○ 向こう１か月の気象予報

天 気 は 平 年 と 同 様 に 晴 れ の 日 が 多 く 、 気 温 は 平 年 並 の 確 率 50％、 降 水 量 は 多 い 確 率

40％ 、 日 照 時 間 は 少 な い 確 率 40％ と 予 想 さ れ て い る 。

(１ か 月 予 報 鹿 児 島 地 方気 象 台 7月 19日 発 表 )
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○ 発生予報の根拠および防除対策

普 通 期 水 稲

１ 葉 い も ち （ 多 ）

※ 平 成 25年 度 注 意 報 第 2号 （ 7月 25日 発 表 ） 参 照

［ 予 報 の 根 拠 ］

（ １ ） 7月 中 旬 の 発 生 面積 率 25.0％ （ 平 年 5.7％ ） 、 発 病 株 率 5.5％ （ 平 年 0.9％ ） は い ず

れ も 平 年 よ り 多 で あ る 。

（ ２ ） 天 気 は 平 年 と 同 様 に 晴 れ の 日 が 多 く 、 気 温 は 平 年 並 の 確 率 50％ 、 降 水 量 は 多 い 確

率 40％ 、 日 照 時 間 は 少 な い 確 率 40％ と 予 想 さ れ て い る 。

［ 防 除 上 の 注 意 ］

（ １ ） 箱 施 薬 剤 を 施 用 し た ほ 場 で あ っ て も 、 薬 剤 の 効 果 が 切 れ る と発 病 す る こ と が あ る

の で 注 意 し 、 分 げ つ 期 ま で に 発 生 が 見 ら れ る 場 合 に は 早 め の 追加 防 除 を 行 う 。

（ ２ ） 穂 い も ち に つ い て は 、 粉 剤 ま た は 液 剤 に よ る 穂 ば ら み 後 期 と穂 揃 期 の 防 除 を 徹 底

す る 。

２ 紋 枯 病 （ 並 ）

［ 予 報 の 根 拠 ］

（ １ ） 7月 中 旬 の 巡 回 調査 で は 発 生 未 確 認 で あ る 。

（ 平 年 ： 発 生 面 積 率 0.2％ 、 発 病 株 率 0.0％ ）

（ ２ ） 天 気 は 平 年 と 同 様 に 晴 れ の 日 が 多 く 、 気 温 は 平 年 並 の 確 率 50％ 、 降 水 量 は 多 い 確

率 40％ 、 日 照 時 間 は 少 な い 確 率 40％ と 予 想 さ れ て い る 。

［ 防 除 上 の 注 意 ］

（ １ ） イ ネ の 抵 抗 性 が 低 下 す る 幼 穂 形 成 期 か ら 穂 ば ら み 期 に か け て上 位 葉 鞘 に 進 展 す る

の で 、 防 除 は 穂 ば ら み 期 に 行 い 、 そ の 後 も 上 位 葉 鞘 へ の 進 展 が続 く 場 合 は 2回 目 の 防

除 を 実 施 す る 。

（ ２ ） 株 が 成 長 し て 風 通 し が 悪 く な る と 急 激 に 病 勢 が 進 展 す る の で、 前 年 多 発 し た ほ 場

で は 十 分 注 意 す る 。

３ ツ マ グ ロ ヨ コ バ イ （ 並 ）

（ １ ） 7月 中 旬 の 発 生 面積 率 35.0％ （ 平 年 32.4％ ） 、 20回 す く い 取 り 虫 数 1.0頭 （ 平 年

1.4頭 ） は い ず れ も平 年 並 で あ る 。

［ 防 除 上 の 注 意 ］

（ １ ） 萎 縮 病 、 黄 萎 病 を 媒 介 す る の で 注 意 す る 。

４ セ ジ ロ ウ ン カ （ 並 ）

［ 予 報 の 根 拠 ］

（ １ ） 7月 中 旬 の 発 生 面積 率 65.0％ （ 平 年 77.0％ ） は 平 年 よ り や や 少 、 20回 す く い 取 り 虫

数 18.5頭 （ 平 年 36.5頭 ） は 平 年 並 で あ る 。

［ 防 除 上 の 注 意 ］

（ １ ） 幼 穂 形 成 期 頃 に 多 発 生 す る と 、 吸 汁 に よ る 生 育 抑 制 、 下 位 茎葉 の 黄 変 枯 死 、 出 穂

の 遅 れ が 生 じ る の で 、 発 生 状 況 を 見 て 若 齢 幼 虫 期 に 防 除 す る 。

（ ２ ） イ ネ 南 方 黒 す じ 萎 縮 病 を 媒 介 す る の で 注 意 す る 。

５ ト ビ イ ロ ウ ン カ （ や や 多 ）

［ 予 報 の 根 拠 ］

（ １ ） 7月 中 旬 の 発 生 面積 率 12.5％ (平 年 5.1％ ） は 平 年 よ り や や 多 、 株 当 た り 虫 数 0.01頭

（ 平 年 0.00頭 ） は 平 年 並 で あ る 。

（ ２ ） 予 察 灯 調 査 で は 、 6月 第 4半 旬 か ら 断 続 的 な 飛 来 が 認 め ら れ てい る 。

［ 防 除 上 の 注 意 ］

（ １ ） 少 な い 飛 来 量 で も そ の 後 の 増 殖 率 が 高 く 、 坪 枯 れ 等 大 き な 被害 が 生 じ る た め 、 長
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期 残 効 型 の 箱 施 薬 を 行 っ て い る 場 合 で も ほ 場 で の 発 生 に 注 意 する 。 （ 第 1世 代 成 虫 に

お け る 要 防 除 密 度 は 、 短 翅 型 雌 成 虫 が 株 当 た り 0.2頭 ）

（ ２ ） 向 こ う 1か 月 の 気温 は 平 年 並 と 予 想 さ れ て お り 、 本 虫 の 増 殖 が 速 ま り 生 息 密 度 が 高

ま る 恐 れ が あ る の で 注 意 が 必 要 で あ る 。

（ ３ ） 6月 27日 に 飛 来 した ト ビ イ ロ ウ ン カ の 第 2世 代 幼 虫 の 防 除 適 期は 8月 2～ 3半 旬 と 予 想

さ れ る の で 、 発 生 状 況 を 確 認 し て 防 除 を 行 う。

６ ヒ メ ト ビ ウ ン カ （ や や 多 ）

［ 予 報 の 根 拠 ］

（ １ ） 7月 中 旬 の 発 生 面積 率 62.5％ (平 年 33.4％ )は 平 年 よ り 多 、 20回 す く い 取 り 虫 数 1.8

頭 (平 年 1.3頭 )は 平年 並 で あ る 。

［ 防 除 上 の 注 意 ］

（ １ ） 本 虫 は 縞 葉 枯 病 を 媒 介 し 、 近 年 九 州 管 内 に お い て 、 そ の 保 毒虫 率 が 高 ま っ て い る 。

７ コ ブ ノ メ イ ガ （ 並 ）

［ 予 報 の 根 拠 ］

（ １ ） 7月 中 旬 の 発 生 面積 率 20.0％ (平 年 17.8％ )は 平 年 よ り や や 多 、 被 害 葉 率 0.1％ (平 年

0.4％ )は 平 年 並 で あ る 。

（ ２ ） 県 内 3か 所 (都 城 市 ･え び の 市 ･宮 崎 市 佐 土 原 町 )の ラ イ ト ト ラ ッ プ 調 査 で は 、 6月 6半

旬 か ら 誘 殺 さ れ て い る 。

［ 防 除 上 の 注 意 ］

（ １ ） 防 除 適 期 は 、 粒 剤 を 使 用 す る 場 合 は 発 蛾 最 盛 期 、 粉 剤 及 び 水和 剤 等 を 使 用 す る 場

合 は 幼 虫 ふ 化 期 （ 発 蛾 最 盛 期 の 7日 後 ） で あ る の で 、 ほ 場 で の 発 生 状 況 を 把 握 し 適 期

防 除 に 努 め る 。

（ ２ ） フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ （ コ ー ン ト ラ ッ プ ） に お け る 主 要 飛 来 日は 6月 28日 で あ っ た 。

発 蛾 最 盛 期 は 7月 5～ 6半 旬 と 予 想 さ れ る 。

野 菜 類 全 般

１ ア ブ ラム シ 類 （や や 少 ）

［ 予 報 の 根 拠 ］

（ １ ） 黄 色 水 盤 ト ラ ッ プ （ 宮 崎 市 佐 土 原 町 ） に よ る 誘 殺 数 は 平 年 より 少 な い 誘 殺 数 で 推

移 し て い る 。

［ 防 除 上 の 注 意 ］

（ １ ） 作 用 性 の 異 な る 薬 剤 の ロ ー テ ー シ ョ ン 散 布 を 行 う 。

２ ハ ス モ ン ヨ ト ウ 等 の チ ョ ウ 目 （ 鱗 翅 目 ） 害 虫 （ 並 ）

［ 予 報 の 根 拠 ］

（ １ ） ハ ス モ ン ヨ ト ウ の フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ （ 宮 崎 市 佐 土 原 町 、 国富 町 、 都 城 市 、 西 都

市 ） で の 誘 殺 数 は 、 6月 下 旬 に 多 く な っ て い る 。

（ ２ ） 西 都 市 に お け る タ バ コ ガ 、 オ オ タ バ コ ガ の フ ェ ロ モ ン ト ラ ップ 調 査 で は 、 タ バ コ

ガ は 平 年 並 、 オ オ タ バ コ ガ は 平 年 よ り 少 な い 誘 殺 数 で あ る 。

［ 防 除 上 の 注 意 ］

（ １ ） 早 期 発 見 に 努 め 、 若 齢 幼 虫 期 の 防 除 を 徹 底 す る 。

果 樹 全 般

１ 果 樹 カ メ ム シ 類

［ 予 報 の 根 拠 ］

（ １ ） 県 内 3か 所 （ 延 岡、 都 農 ① 、 都 農 ② ） に 設 置 し た フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ 調 査 で は 、

平 年 よ り 少 な い 誘 殺 数 で 推 移 し て い る 。
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［ 防 除 上 の 注 意 ］

（ １ ） 果 樹 カ メ ム シ 類 は 園 外 か ら 飛 来 し 、 地 域 や 時 期 に よ っ て 発 生量 が 大 き く 変 動 す る

の で 、 園 内 外 を 見 回 り 、 早 期 発 見 、 早 期 防 除 に 努 め る 。

（ ２ ） 台 風 が 襲 来 し た 場 合 は 、 カ メ ム シ が 餌 と し て い る ヒ ノ キ や スギ の 毬 果 が 落 果 し 、

果 樹 園 に 大 量 飛 来 す る お そ れ が あ る の で 、 注 意 が 必 要 で あ る 。

カ ン キ ツ （ 露 地 栽 培 ）

１ か い よ う 病 （ や や 少 ）

［ 予 報 の 根 拠 ］

（ １ ） 7月 中 旬 の 巡 回 調査 に お け る 春 葉 調 査 で は 、 発 生 面 積 率 5.6％(平 年 26.1％ )、 発 病

度 0.08（ 平 年 0.57） は い ず れ も 平 年 よ り や や 少 で あ る 。

（ ２ ） 果 実 調 査 で は 、 発 生 面 積 率 0％ (平 年 16.1％ )、 発 病 果 率 0.1％（ 平 年 1.1％ ） は い ず

れ も 平 年 よ り や や 少 で あ る 。

［ 防 除 上 の 注 意 ］

（ １ ） 発 病 し た 枝 葉 は 、 伝 染 源 と な る の で 可 能 な 限 り 取 り 除 き 、 園外 に 持 ち 出 し 適 切 に

処 理 す る 。

（ ２ ） 台 風 の 襲 来 が 予 想 さ れ る 時 は 、 事 前 に 薬 剤 散 布 を 行 う 。 強 風に よ る 枝 葉 の 損 傷 を

少 な く す る た め 防 風 垣 等 を 整 備 す る 。

（ ３ ） ミ カ ン ハ モ グ リ ガ の 被 害 は 、 格 好 の 病 原 菌 侵 入 口 と な る の で、 夏 秋 梢 の 発 生 の 多

い ほ 場 で は ハ モ グ リ ガ の 防 除 を 徹 底 す る 。

２ 黒 点 病 （ 並 ）

［ 予 報 の 根 拠 ］

（ １ ） 7月 中 旬 の 果 実 調査 で は 、 発 生 面 積 率 22.3％ （ 平 年 20.9％ ） 、 発 病 果 率 6.4％ （ 平

年 6.1％ ） は い ず れも 平 年 並 で あ る 。

［ 防 除 上 の 注 意 ］

（ １ ） 感 染 源 と な る 枯 枝 は 、 可 能 な 限 り 取 り 除 く 。

（ ２ ） 剪 定 枝 を そ の ま ま ほ 場 周 辺 に 放 置 し て い る と 激 発 す る お そ れが あ る の で 、 埋 設 す

る 等 適 切 に 処 理 す る 。

（ ３ ） 防 除 間 隔 の 目 安 は 積 算 降 水 量 300mmで 、 降 水 量 が 少 な い 場 合 で も １ か 月 後 に は 次 の

防 除 が 必 要 で あ る 。

３ ミ カ ン ハ ダ ニ （ や や 多 ）

［ 予 報 の 根 拠 ］

（ １ ） 7月 中 旬 の 発 生 面積 率 38.9％ （ 平 年 26.5％ ） は 平 年 よ り や や 多 、 寄 生 葉 率 3.1％

（ 平 年 4.0％ ） は 平年 並 で あ る 。
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［ 防 除 上 の 注 意 ］

（ １ ） 高 温 ・ 乾 燥 状 態 で 生 息 密 度 が 高 ま る 。

（ ２ ） 生 息 密 度 が 高 く な る と 防 除 が 困 難 に な る の で 、 寄 生 葉 率 30％ま た は １ 葉 当 た り 虫

数 0.5～ 1頭 を 目 安 に 防 除 を 行 う 。

４ チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ （ 並 ）

［ 予 報 の 根 拠 ］

（ １ ） ７ 月 中 旬 の 巡 回 調 査 で は 未 確 認 で あ る 。

（ 平 年 ： 発 生 面 積 率 6.0％ 、 寄 生 果 率 0.3％ ）

［ 防 除 上 の 注 意 ］

（ １ ） 密 度 が 高 く な る と 防 除 が 困 難 に な る の で 、 1果 当 た り 虫 数 0.3頭 を 目 安 に 防 除 を 行

う 。

（ ２ ） 防 風 垣 に イ ヌ マ キ が 植 栽 さ れ て い る ほ 場 で は 、 そ の 新 芽 に も寄 生 す る の で 防 除 に

努 め る 。

茶

１ 炭 疽 病 （ 並 ）

［ 予 報 の 根 拠 ］

（ １ ） 7月 中 旬 の 巡 回 調査 に お け る 発 生 面 積 率 58.8％ (平 年 61.2％ )は 平 年 並 、 ㎡ 当 り 病 葉

数 8.0葉 （ 平 年 12.6葉 )は 平 年 よ り や や 多 で あ る 。

［ 防 除 上 の 注 意 ］

（ １ ） 新 芽 の 生 育 期 に 雨 が 多 い と 発 生 し や す い 。 防 除 は 秋 芽 の 萠 芽～ １ 葉 期 に 予 防 効 果

の あ る 剤 を 散 布 し 、 そ の 後 、 2～ 3葉 期 に 治 療 効 果 の あ る 剤 を 散布 す る 。

２ も ち 病 （ 並 ）

［ 予 報 の 根 拠 ］

（ １ ） 7月 中 旬 の 発 生 面積 率 5.9％ (平 年 12.4％ )、 ㎡ 当 り 病 葉 数 0.1葉 （ 平 年 2.3葉 )は い ず

れ も 平 年 並 で あ る 。

［ 防 除 上 の 注 意 ］

（ １ ） 秋 芽 に 発 病 す る と 次 年 度 の 新 芽 へ の 影 響 が 大 き い の で 、 防 除は 秋 芽 の 萠 芽 ～ １ 葉

期 に 実 施 し 、 秋 芽 へ の 感 染 を 防 ぐ 。

（ ２ ） 防 除 適 期 が 炭 疽 病 と 同 じ で あ る た め 同 時 に 防 除 す る 。

３ 輪 斑 病 （ や や 多 ）

※ ※ 平 成 25年 度 病害 虫 防 除 情 報 第 6号 （ 7月 25日 発 表 ） 参 照

［ 予 報 の 根 拠 ］

（ １ ） 7月 中 旬 の 発 生 面積 率 17.6％ （ 平 年 8.9％ ） 、 ㎡ 当 り 病 葉 数 0.3葉 （ 平 年 0.1葉 )は い

ず れ も 平 年 よ り や や 多 で あ る 。

［ 防 除 上 の 注 意 ］

（ １ ） 摘 採 ・ 整 枝 直 後 の 傷 口 か ら 感 染 す る の で 、 作 業 後 な る べ く 早く 防 除 を 行 う 。

（ ２ ） 多 発 園 で は 新 梢 枯 死 症 の 発 生 が 懸 念 さ れ る の で 、 秋 芽 開 葉 期に も 防 除 を 行 う 。

３ チ ャ ノ コ カ ク モ ン ハ マ キ （ 並 ）

［ 予 報 の 根 拠 ］

（ １ ） 7月 中 旬 の 巡 回 調査 で は 、 発 生 未 確 認 。

（ 平 年 ： 発 生 面 積 4.1％ 、 ㎡ 当 た り 虫 数 0.1頭 ）

［ 防 除 上 の 注 意 ］

（ １ ） 県 内 4か 所 (宮 崎 市 田 野 町 、 都 城 市 、 三 股 町 、 川 南 町 ） に 設 置し て い る フ ェ ロ モ ン

ト ラ ッ プ 調 査 で は 、 次 回 の 発 蛾 最 盛 期 は 、 7月 下 旬 ～ 8月 始 め と予 想 さ れ る 。

（ ２ ） 発 蛾 最 盛 期 の 7～10日 後 が 防 除 適 期 で あ る 。
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４ チ ャ ハ マ キ （ 並 ）

［ 予 報 の 根 拠 ］

（ １ ） 7月 中 旬 の 発 生 面積 5.9％ (平 年 7.7％ )、 ㎡ 当 た り 虫 数 0.1頭 (平 年 0.3頭 ） は い ず れ

も 平 年 並 で あ る 。

［ 防 除 上 の 注 意 ］

（ １ ） フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ 調 査 で は 、 次 回 の 発 蛾 最 盛 期 は 7月 下 旬 ～ 8月 上 旬 と 予 想 さ れ

る 。

（ ２ ） 発 蛾 最 盛 期 の 7～10日 後 が 防 除 適 期 で あ る 。

５ チ ャ ノ ホ ソ ガ （ 並 ）
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［ 予 報 の 根 拠 ］

（ １ ） 7月 中 旬 の 発 生 面積 35.3％ (平 年 29.9％ )は 平 年 よ り や や 多 、 ㎡ 当 た り 巻 葉 数 0.4葉

(平 年 0.7葉 ） は 平 年 よ り や や 少 で あ る 。

［ 防 除 上 の 注 意 ］

（ １ ） フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ 調 査 で は 、 次 の 発 蛾 最 盛 期 は 7月 下 旬 ～ 8月 上 旬 と 考 え ら れ る 。

（ ２ ） 発 蛾 最 盛 期 の 10日 後 が 防 除 適 期 で あ る 。

６ カ ン ザ ワ ハ ダ ニ （ や や 少 ）

［ 予 報 の 根 拠 ］

（ １ ） 7月 中 旬 の 巡 回 調査 で は 、 発 生 未 確 認 。

（ 平 年 ： 発 生 面 積 率 15.0％ 、 寄 生 葉 率 1.3％ ）

［ 防 除 上 の 注 意 ］

（ １ ） 同 一 薬 剤 の 連 用 を 避 け 、 作 用 性 の 異 な る 薬 剤 の ロ － テ － シ ョン 散 布 を 実 施 す る 。

７ チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ （ 並 ）

［ 予 報 の 根 拠 ］

（ １ ） 7月 中 旬 の 見 取 り調 査 に よ る 発 生 面 積 率 70.6％ （ 平 年 57.3％ ） は 平 年 よ り や や 多 、

寄 生 葉 率 3.9％ （ 平年 4.5％ ） は 平 年 並 で あ る 。

［ 防 除 上 の 注 意 ］

（ １ ） こ の 時 期 は 卵 ・ 幼 虫 ・ 蛹 ・ 成 虫 が 混 在 し 、 卵 と 蛹 に は 薬 剤 がか か り に く く 防 除 効

果 が あ が ら な い の で 、 残 効 の 長 い 薬 剤 か １ 週 間 間 隔 で の 連 続 散布 を 行 う 。

８ チ ャ ノ ミ ド リ ヒ メ ヨ コ バ イ （ や や 多 ）

［ 予 報 の 根 拠 ］

（ １ ） 7月 中 旬 の 見 取 り調 査 に よ る 発 生 面 積 率 58.8％ （ 平 年 49.1％ ） は 平 年 よ り や や 多 、

寄 生 葉 率 2.4％ （ 平年 4.6％ ） は 平 年 よ り や や 少 で あ る 。

［ 防 除 上 の 注 意 ］

（ １ ） チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ と の 同 時 防 除 と す る 。

９ ク ワ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ （ 並 ）

［ 予 報 の 根 拠 ］

（ １ ） 7月 中 旬 の 発 生 面積 率 11.8％ （ 平 年 16.4％ ） は 平 年 並 、 寄 生 株 率 0.1％ （ 平 年 4.0

％ ） は 平 年 よ り や や 少 で あ る 。

［ 防 除 上 の 注 意 ］
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（ １ ） 防 除 適 期 は 幼 虫 ふ 化 開 始 か ら 1週 間 後 、 ま た は 幼 虫 ふ 化 最 盛 期 の 2～ 3日 で あ る の で、

ふ 化 状 況 を よ く 観 察 し て 防 除 す る 。

（ ２ ） 薬 剤 散 布 量 は 、 成 木 園 で 10a当 た り 1,000リ ッ ト ル 程 度 を 目 安に 、 専 用 噴 口 を 使 う

な ど し て 枝 幹 に 十 分 か か る よ う に て い ね い に 散 布 す る 。

○ 農 薬 危 害 防 止 運 動

６ 月 １ 日 か ら ８ 月 ３１ 日 の ３ ケ 月 間 、 農 薬 危 害 防 止 運 動 を 実 施 し て い ま す 。 農 薬 散 布

に あ た っ て は 、 ラ ベ ル表 示 の 確 認 を 十 分 に 行 い 、 農 薬 使 用 基 準 を 遵 守 し 、 危 害 防 止 に 努

め ま し ょ う 。

○ そ の 他

１ 農 薬 適 用 の 有 無 な どに つ い て は 次 の ホ ー ム ペ ー ジ で 確 認 す る 。

宮 崎 県 農 薬 安 全 使 用 啓 発 ホ ー ム ペ ー ジ

http://nouyaku-tekisei.pref.miyazaki.lg.jp/noyaku/user/top/miyazaki

日 本 植 物 防 疫 協 会 ホ ー ム ペ ー ジ http://www.jppn.ne.jp

農 林 水 産 省 ホ ー ム ペ ー ジ http://www.maff.go.jp/j/nouyaku/

農 林 水 産 消 費 安 全 技 術 セ ン タ ー ホ ー ム ペ ー ジ http://www.acis.famic.go.jp/

２ 農 薬 の 使 用 に 当 た って は 、 農 薬 使 用 基 準 の 遵 守 並 び に 危 被 害 の 発 生 防 止 に 努 め る 。

３ 発 生 量 （ 程 度 ） の 区分

多 い （ 高 い ） や や 多 い の 外 側 10％ の 度 数 の入 る 幅

や や 多 い （ や や 高 い ） 平 年 並 の 外 側 20％ の 度 数 の 入る 幅

平 年 並 平 年 値 を 中 心 と し て 40％ の 度数 の 入 る 幅

や や 少 な い （ や や 低 い ） 平 年 並 の 外 側 20％ の 度 数 の 入る 幅

少 な い （ 低 い ） や や 少 な い の 外 側 10％ の 度 数の 入 る 幅

（ 平 年 値 は 過 去 10年 間 の 平 均）

４ 予 察 情 報 の 種 類

病 害 虫 防 除 ・ 肥 料 検査 セ ン タ ー か ら 発 表 す る 情 報 は 次 の 5つ で す。

（ １ ） 予 報 ・ ・ ・ 向 こ う １ か 月 の 発 生 状 況 を 予 測 し 、 毎 月 25日前 後 に 発 表 す る 。

（ ２ ） 注 意 報 ・ ・ ・ 主 要 な 病 害 虫 の 多 発 生 が 予 想 さ れ 、 か つ 早 めに 防 除 が 必 要 な 場 合

に 発 表 す る 。

（ ３ ） 警 報 ・ ・ ・ 主 要 な 病 害 虫 の 大 発 生 が 予 想 さ れ 、 か つ 緊 急に 防 除 が 必 要 な 場 合

に 発 表 す る 。

（ ４ ） 特 殊 報 ・ ・ ・ 県 内 で 初 め て 発 生 を 認 め た 病 害 虫 が あ る 時 や、 病 害 虫 の 発 生 様 相

が 特 異 な 時 に 発 表 す る 。

（ ５ ） 防 除 情 報 ・ ・ ・ 注 意 を う な が す 必 要 が あ る 病 害 虫 の 発 生 状 況や 、 各 種 の 防 除 技 術

指 導 情 報 に つ い て 随 時 発 表 す る 。

○ お 知 ら せ

病 害 虫 防 除 ・ 肥 料 検査 セ ン タ ー で は ､ホ ー ム ペ ー ジ で 情 報 を 提 供し て い ま す 。 ホ ー ム

ペ ー ジ ア ド レ ス は http://www.jppn.ne.jp/miyazaki/で す 。

【 文 書 取 扱 】
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